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伊藤 学而 (-Af北大 ･佃)
はじめに
上顎骨の過成F<にもどづく不正頃合の治坑モ法を松村す
るために,氾合似列糊のサル(M.irus)上yl骨に機械力
を加え.跡而現記の成F<究化と嘆介の変化とな迎統的に
追跡 ･枕烈することな口約んだ.そのためn71和47咋皮は
突放に位T]する3mそれぞれについて,抑mGカnrmの
上gl骨の偶成r<な帆烈氾幻した｡
観察方法
サルの517部X線規格写rtな2カjl間隔で以形した｡ltd
形刀向は側JJ･軸比 ･斜位 (左右)･前校の5プ)-向とし,
上顎骨の成r<な耶桝する位のため,琉記冠に3m,抑･Fl･
に1個,上gjl竹に2帆 下顎骨に2仰の金屈伏なtT込ん
だ｡
また,攻令の文化な見るために.上下Trif抑tlの印象な
採得し.石･TF校迅な作杏里した｡
所 見
前頭志田を?桝叫こして企抗鋲の軌跡により上顎骨の動
きを見ると.6カF]関に上下,左右.7m枚に成長しつ
つ,前下プ)-へ転位し,その方向は前田玉田にほぼ虹PJ
で,これから離れる力向であった.一九 規骨は上TTI骨
と上顎琉骨縫合で結合しているにもかかわらず,この間
に下後方-転位し,上顎骨との問にずれが認められた.
上顎骨内における僻列の動きを見ると,この6カ月間
に上顎の節一大白鉛が前山し校合位に迅したが,その軌
跡は上顎骨の転位プ)一向より前プ)-成分が件かに少なく,従
って前出しながらtLYiかに脚婚性に遠心へ移動したことが
うかがわれた｡これに反して前僻では,上顎骨の転位プJ'
向より前方成分が大きく,前出しながら歯槽性に近心-
移動し,さらに屈側への怖斜も増大する怖向を示した.
〔この研究は昭和48咋庇に引き継がれ,上gl骨に持班
的な拭拭力む作mさせ.成F<がどのように焚化してゆく
か祝祭する予定である｡〕
1)糠塀誼紙 (51!北大 ･佃)との共同研究.
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